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第2部　基本計画編
第1章　ねりま未来プロジェクト
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ねりま未来プロジェクトとは
（１）基本構想の ｢未来の練馬を区民とともにはぐくむ｣ 視点を具体化するものです
基本構想第3章では、「練馬区のめざす10年後の姿」の実現に向けて、区民の参画・協働

のもと、政策分野を越えて横断的に取り組む重要施策として、三つの ｢未来の練馬を区民
とともにはぐくむ｣ 視点を設定しています。

「未来の練馬を区民とともにはぐくむ」視点
１　豊かなみどりを守り、増やし、活かす
２　まちの魅力を引き出し、活力を高める
３　未来を拓く人の学びや活動を支援する
（基本構想「第3章‥‥未来の練馬を区民とともにはぐくむ−ねりま未来プロジェクト」より抜粋）
　

ねりま未来プロジェクトは、この ｢未来の練馬を区民とともにはぐくむ｣ 視点に基づき、
｢みどり｣ ｢農｣ ｢アニメ｣ ｢人づくり｣ の四つの課題について、長期計画の5か年の計画期
間内に、分野横断的に取り組む具体的な事業の方向性を示すものとして設定します。
また、基本構想第5章の ｢基本構想を実現するために｣において掲げる ｢地域コミュニティ

活性化｣ のプロジェクトも計画化します。
ねりま未来プロジェクトのめざす５年後の目標を数値で示すため、プロジェクトの指標

となるものを、関連する複数の分野から抽出して設定しています。

（２）区民と区との協働により推進するプロジェクトです
ねりま未来プロジェクトは、従来の区民参加に加え、区民・地域の団体・事業者等との

新たな協働の枠組みにより、その知恵と力を活かしながら取り組んでいくものです。
プロジェクトごとに、庁内の連携と区民の参画・協働を進める方向性を示しています。

（３）プロジェクト相互の連携を図り、区の魅力を「練馬ブランド」として高めます
ねりま未来プロジェクト相互の有機的な連携を図るとともに、練馬区の特徴的な資源を

最大限に活かした拠点づくりを進め、区の魅力を「練馬ブランド」として高めます。
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＜ねりま未来プロジェクト　イメージ図＞

分野別の基本政策

未来の練馬を区民とともに
はぐくむ　　　　　　　　
－ねりま未来プロジェクト

基本構想を実現するために

基本構想　第3章

基本構想　第4章

基本構想　第5章

みどりプロジェクト

農 プ ロ ジ ェ ク ト
アニメプロジェクト
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観　　光
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「にぎわい」空間の創出
練馬区のブランド力向上

＜新たな練馬ブランドの発信拠点づくり　イメージ図＞
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　ねりま未来プロジェクト１	 みどりプロジェクト

みどりを基軸とした環境都市を実現する

みどりは、まちにうるおいを与えるだけでなく、地球温暖化やヒートアイランド現象の
緩和など都市環境への負荷を軽減する重要な役割をもっています。
練馬区は23区で最も緑被率が高く、みどりは練馬区を特徴付ける大切な資源です。区民

意識意向調査（平成19年度）では、半数近くの方が練馬区の住みよいと感じるところとして、
「みどりが豊かで環境がよい」を選び、最も多くなっています。
みどりを守り、増やし、そして活かすことで、環境都市練馬区を実現します。
　

■主な取組（例）■

○だれもが参加できる、みどりをはぐくむ活動としての練馬みどりの葉っぴい基金※¹の PR
○民間の庭園などを対象とした新しいイベントの実施
○環境イベントの拡充

○環境情報メールマガジンの創設
○区民参加で行う「区民と見つけるねりまの自然」調査の実施

○「練馬みどりの機構」※²による「森のカルテづくり」の推進
○地域住民による公園・花壇の自主管理などのみどりに関する活動の推進
○地域の区民等による地域のみどりの保全や緑化を推進するための「みどりの協定」の
締結の拡充
○みどりの街並みづくりの推進のための各種助成制度の実施など身近な取組への支援

（１）みどりを愛し守る心をはぐくむ

（２）みどりや自然にかかわる情報を共有する

（３）区民の力でみどりを守り育てる仕組みをつくる

▶用語解説
※1　練馬みどりの葉っぴい基金：平成16年10月、条例により設置した基金で、樹林地等の練馬らしいみどりを
公有化するために積み立てています。
※2　練馬みどりの機構：区民・事業者・区の三者の協働による、練馬らしいみどりの保護と保全、育成、活用や
新たなみどりの創造と、みどりを介した地域コミュニティの形成を目的として、平成18年3月に区民による任意
団体として設立され、21年4月に一般財団法人となりました。将来は、都市緑地法による緑地管理機構となるこ
とをめざしています。
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■プロジェクトの指標（モノサシ）と目標値■

指標 20年度の状況 26年度目標 設定理由
練馬みどりの葉っぴい基金
の積立額

3億2,800万円 7億6,000万円
だれもが参加できるみどりをはぐ
くむ活動の状況を測定します。

みどりのボランティア活動
がされている公園等の数

40か所 58か所
地域の力で地域のみどりをはぐ
くむ活動の状況を測定します。

練馬区の温室効果ガスの年
間総排出量（CO₂換算）

18年度の状況
191万7千ｔ

24年度目標（注）
185万7千ｔ

練馬区全体の地球温暖化防止
の取組を測定します。

（注）24年度目標は、国の京都議定書目標達成計画における温室効果ガスの部門別削減率を基にした区の
短期的目標。中長期的目標としては、東京都全体の目標を踏まえ、平成32年度までに151万5千 t とする
目標を立てています。

■行政内の連携の考え方■
｢みどり30推進計画※⁴｣ を進めるための庁内組織「みどり30推進本部」により、みどり

にかかわる施策の連携を図りながら、みどりプロジェクトを進めます。
　　

■区民の参画・協働を進める方向性（例）■
○「練馬みどりの機構」との協働により、みどりにかかわる区民、団体間の情報の共有化、
連携を進めます。
○みどりや環境にかかわるイベントにおいて、アンケートなどを実施し、区民参画に対
する意見やアイデアを募集し、仕組みづくりに活用します。

○みどりを愛し守りはぐくむ条例に基づく緑化委員会への区民参加のあり方を検討しま
す。

○災害に強いまちづくりの実現のために、住宅や民間施設の生け垣化を促進
○練馬らしいみどりの景観や文化資源をつなぎ、観光資源として活用
○こどもエコクラブ※³活動への支援による環境学習の推進
○学校の緑化と学校のみどりを教材とした環境学習の推進
○みどりにかかわる施策と連携した（仮称）練馬区版カーボン・オフセット制度の創設

（４）みどりを多角的に活かす

※3　こどもエコクラブ：生き物の調査やリサイクル活動など環境活動に取り組む幼児（3歳）から高校生までの子
どものグループを「こどもエコクラブ」として登録し、国、区が応援しています。
※4　みどり30推進計画：今の子どもたちが大人になって活躍する概ね30年後に、緑被率が30％となることをめ
ざす「みどり30基本方針」を基に平成18年12月に策定した計画。10か年の目標と5か年の事業量を示しています。
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　ねりま未来プロジェクト2	 農プロジェクト

農の豊かさを実感できる都市をつくる

長い歴史と風土がはぐくんできた練馬の農業は、練馬大根に象徴されるように、練馬区
のイメージを特徴付ける産業であり、練馬区は23区内で最大の農地面積を有しています。
都市における農地は、農産物を供給するだけでなく、区民の暮らしを豊かにする多面的

機能をもっており、区民の8割以上が農地を残してほしいと考えています。
都市型農業を振興するとともに、都市農業・農地の魅力と重要性を区の内外に発信し、

農の豊かさを実感できる都市づくりを進めます。
　

■主な取組（例）■

○農産物の共同直売所や農業生産者の自宅前直売所、農業関係イベントなどの情報を掲
載したパンフレットの作成

○農業体験農園※¹の増設
○区立小中学校や保育所の給食での地場産物の使用拡大、食育への活用
○ブルーベリー観光農園、ふれあい農園など観光・交流型事業や、野菜ウォークラリー、
練馬大根引っこ抜き競技大会などのイベントを観光資源として活用

○農業経営の安定や都市と調和のとれた都市型農業への整備を支援
○練馬の農業の現状を踏まえた次期農業振興計画の策定
○意欲的かつ効率的に農業経営を展開しようとする農業者を「認定農業者」として認定

○市街化区域内農地を保全するため、都市農地保全推進自治体協議会※²を通じて他自治
体と連携しながら国に対して制度の見直しを要望

○農業・農地と都市が共存する「都市農業・農地を活かしたまちづくりプラン」の推進
○郷土景観保全地区※³の指定の推進
○農とふれあえる公園等の整備
○区内の農地を23区民共有の財産と位置付け、23区民が利用できる農園を整備

〇区民、関係団体、区などで構成する食育推進ネットワークを通じた食と農の情報の発信

（１）魅力的な都市型農業を振興する

（２）都市農地保全に向けた制度の見直しを働きかける

（３）農のあるまちづくりを推進する

（４）食と直結する農に対しての理解を深める

▶用語解説
※1　農業体験農園：区が管理する区民農園、市民農園と異なり、農家が開設し、耕作の主導権を持って経営・管
理している農園で、練馬区が発祥の地。利用者は、入園料・野菜収穫代金を支払い、園主（農家）の指導のもと、
種まきや苗の植付けから収穫までを体験できます。
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■プロジェクトの指標（モノサシ）と目標値■

指標 20年度の状況 26年度目標 設定理由
農業体験農園の施設整備数

14園 20園

区民が農とふれあい、都市の
農業や農地に対する理解を深
めることのできる場の増加を
測定します。

農地関係制度に関する国へ
の要望回数

１回 ７回

都市農地保全のために必要な
農地関係制度の見直しに向け
た、国への働きかけを測定し
ます。

郷土景観保全地区の指定数

０地区 ２地区

農のあるまちづくりの推進に
向けて、練馬らしい景観を保
全するために指定した地区数
を測定します。

■行政内の連携の考え方■
○みどりの保全・創出に関連して、環境やまちづくり分野と連携して施策を推進します。
　　

■区民の参画・協働を進める方向性（例）■
○農業者はもとより、ＪＡ東京あおば、農業体験農園園主会などの農業団体とも連携し
ながら都市型農業振興施策を展開します。

○援農ボランティアや農作業ヘルパーなど、農家を支援する人材の育成を進めます。
○区民の声を聴きながら、次期農業振興計画を策定します。

※2　都市農地保全推進自治体協議会：都市農地の保全をめざし、平成20年10月に都内の34自治体が組織。現在、
市街化区域内農地をもつ都内38全自治体が加入。会長自治体：練馬区。都市農地保全に関する調査、研究のほか、
国および関係団体との情報・意見交換や、国等への要望を行っています。
※３　郷土景観保全地区：練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例第13条に基づき、屋敷林、農地等が一体となっ
た良好な景観を形成している3,000㎡以上の地区を対象として指定するもの。
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　ねりま未来プロジェクト3	 アニメプロジェクト

　 アニメを核として区内産業を活性化し
　 練馬の魅力を拡大する

練馬区は日本のアニメ産業の発祥の地であり、現在も90社を超えるアニメ関連企業が所
在し、日本一の集積地となっています。
この集積をさらに拡大・強化し、世界をリードする国際競争力をもつ産業へと育成する

ことで、雇用の創出や商店街振興など地域経済に波及効果をもたらし、区内産業全体の活
性化を図ります。
また、アニメ文化を「練馬区のシンボル」として、区の様々な事業との相乗効果を図る

とともに、区の内外への発信拠点を整備することで練馬の魅力をさらに高め、アニメを核
として区民の地域への誇りを醸成します。

■主な取組（例）■

○国際的見本市への出展支援
○フランス・アヌシー市※¹との産業交流
○国際アニメビジネスセンター設置の検討

○アニメ関連企業の区内への誘致
○録音スタジオなど共同利用施設の整備
○アニメーション・コンテンツ産業※²に関する専門学校等の誘致

○アニメの普及啓発や観光の拠点となる民間アミューズメント施設の整備支援
○区内小学校へのアニメ出前講座「アニメキャラバン」の開催
○アニメ制作現場の見学コース整備
○石神井公園ふるさと文化館でのアニメ資料展示、観光資源としての活用
○練馬区独自のアニメキャラクターの開発、関連商品の販売

（１）国際競争力をもつ産業へ育成する

（２）作品製作や人材育成を支援する

（３）アニメ文化を通して練馬の魅力を高める

▶用語解説
※1　アヌシー市：フランス東部、スイスに接するローヌ=アルプ地方の都市。1960年にカンヌ映画祭からアニメー
ション部門を独立させ、世界最大規模を誇る‥アニメーション専門の国際映画祭が開催されています。
※2　コンテンツ産業：映画、音楽、放送、アニメ、ゲーム、出版、キャラクタービジネスなどの様々な情報産業の総称。
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■プロジェクトの指標（モノサシ）と目標値■

指標 20年度の状況 26年度目標 設定理由
区内のアニメ関連企業の従
業者数

1,980人 2,500人
区内アニメ産業集積の進展度
を測ります。

アニメカーニバルやアニメ
プロジェクト in 大泉等アニ
メイベントの来場者数

29,500人 35,400人
アニメ関係イベントの来場者
数により、アニメ文化の浸透
度を測ります。

石神井公園ふるさと文化館・
東映アニメーションギャラ
リー等のアニメ展示施設の
見学者数

13,500人 115,000人

練馬区のアニメを紹介・展示
する施設の見学者数により、
情報発信・ＰＲの度合いやア
ニメ文化の浸透度を測ります。

■行政内の連携の考え方■
○産業振興、観光振興、文化・国際交流および教育施策の連携を図ります。
　　

■区民の参画・協働を進める方向性（例）■
○練馬アニメーション協議会※³との協働により、アニメ産業振興を推進します。
○商店街およびアニメ関連産業、鉄道事業者やバス会社、区内大学との連携を図ります。

※3　練馬アニメーション協議会：練馬区や東京商工会議所練馬支部の積極的な働きかけにより、区内のアニメ関
連事業者50社以上が集結して平成16年に設立されています。
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　ねりま未来プロジェクト4	 人づくりプロジェクト

未来の練馬を担う人をはぐくむ

地域の課題が多様化する中で、地域と行政が「ともに」課題に取り組むことが、より良
い地域社会の実現につながります。そのため、区内産業や地域活動を担う人材を育成し、
学びや活動の成果を地域に還元しながら、生きがいをもって自己実現できる仕組みづくり
を進めます。
また、未来を担う青少年が、地域社会とのかかわりの中で、希望と自信をもって自らの

未来を切り拓いていけるように、社会参加や就労を支援します。　

■主な取組（例）■

○特色ある学校づくりにおいて地域人材を活用
○学習支援、部活動指導などの学校支援ボランティアの育成
○学校応援団による子どもの放課後の居場所の充実
○家庭・地域の教育力の向上

○区内の商店街、企業、農家等での職業体験機会の拡充
○若者の就労に向けた学習等の支援の充実
○図書館の青少年コーナーを活用した、就労などに関する資料の充実
○青少年の自立支援にかかわる教育、福祉、保健医療、就労支援などのネットワーク構築
○若者が文化芸術に関することを学び、成果を発表する場の拡充
○青少年館事業の充実と、児童館等を活用した若者の居場所の確保

○福祉サービスを担う人材の育成と定着への支援
○アニメ産業などの練馬区の特徴的な産業を担う人材の育成
○区内産業への就労や創業への支援と、コミュニティビジネスの推進

○福祉、防災、環境などの地域活動を担う人材の育成等を進める学習の場「（仮称）ねり
ま区民大学」の整備、学習相談・情報提供などの支援事業の実施

○区民の職業経験や学習成果などが地域に活かされる仕組みづくりの検討
○区ホームページなどを活用した、生涯学習・スポーツ・地域活動に関する総合的な情報提供
○大学などの地域教育資源も活用した、地域と「人」を結びつけるシステムの構築

（１）学校、家庭、地域の連携による子どもの健全育成を支援する

（２）青少年の自立を支援する

（３）福祉サービスや地域産業を担う人材を育成する

（４）地域を担う人材の育成や活動の支援を進める
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■プロジェクトの指標（モノサシ）と目標値■

指標 20年度の状況 26年度目標 設定理由
青少年育成地区委員など地
域で青少年育成活動を担っ
ている活動者数

4,771人 6,084人
地域での青少年健全育成活動
の取組状況を測定します。

わかものスタート支援事業
の参加者・利用者数 2,382人 3,160人

青少年の自立・就労に結びつ
く事業の参加者数等を測定し
ます。

区内の介護サービス事業所
数に対する練馬介護人材育
成・研修センターの事業所
登録数の割合

  ―
※平成21年度
　からの事業

70％

事業所登録により人材育成へ
の取組が進み人材の定着率の
向上につながると考えられる
ため、登録率を測定します。

各種人材育成・活用事業の
登録者数 3,751人 12,430人

区の様々な部署で行われてい
る、地域を担う人材育成の全
体的な状況を測定します。

■行政内の連携の考え方■
○全庁的に行われている「地域活動を担う人材育成事業」を総合的に調整する庁内組織
について検討します。
○ねりま未来プロジェクト５「地域コミュニティ活性化プロジェクト」との調整を図り
ながら進めます。
　　

■区民の参画・協働を進める方向性（例）■
○未来を担う青少年を地域で支えていくために、地域人材の育成・活用とともに、学校
と地域団体等との連携を図ります。
○青少年の就労支援や、福祉サービスや地域産業を担う人材の育成については、区内の
事業者、産業団体、大学、ハローワーク等と連携を図りながら進めます。
○福祉、教育、環境といった分野にかかわらず、区民一人ひとりのもつ能力の地域への
還元という生涯学習の視点に基づいた参画・協働を進めていきます。‥



�� ��

　ねりま未来プロジェクト5	 地域コミュニティ活性化プロジェクト

人と人とのつながりと支えあいのある
地域コミュニティづくりを支援する

人口の流入が進むとともに、区民のライフスタイルや価値観が多様化する中で、町会・
自治会への加入率が低下するなど、地域における人と人とのつながりや地域活動への関心
の希薄化が指摘されています。
一方、子育て、介護、防犯・防火・防災、環境への取組など、多様な地域課題に対して、

地域コミュニティの果たす役割への期待は大きくなっています。
そこで、地域活動団体への支援や多くの区民が地域活動へ参加しやすい環境づくり、区

民相互、団体相互のつながりを豊かにしていくための取組を進め、区民の自発性や主体性
を尊重しながら、地域コミュニティづくりを支援していきます。
　

■主な取組（例）■

○地域コミュニティの総合的な活動を担う町会・自治会に対する、活動の活発化・加入
促進等に向けての支援
○子育てや介護、地域福祉、環境など、個別の課題に関する活動を担うＮＰＯ・ボランティ
ア団体に対する、ＮＰＯ活動支援センターの運営などを通じた支援

○町会・自治会や小学校の区域なども踏まえた身近な地域を単位として、地域活動への
参加について気軽に相談ができ、地域情報の発信や交流ができる機能等をもった「入
り口」となる仕組みについて検討・実施し、安全安心な暮らしの土台となる人と人と
のつながりづくりを支援

　
○異なる目的や機能をもった地域活動団体が、それぞれの特徴を活かしながら連携・協
力し、地域の総合力で地域課題に取り組めるよう、地域の実情に合わせた団体・組織
間のネットワーク化を促進

○人と人とのつながりづくりや、地域活動団体のネットワーク化等を進めるための、相
談役、調整役となる人材を確保　

（１）　地域活動団体を支援する

（２）　地域活動への入り口をつくり、人と人とのつながりづくりを進める

（３）　地域活動団体のネットワークを形成する

（４）　相談役、調整役となる人材を確保する
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■プロジェクトの指標（モノサシ）と目標値■

指標 20年度の状況 26年度目標 設定理由
地域活動団体のネットワー
クが構築されている状態

―
モデル地域での
実施

団体のネットワーク化の進展
の状況を測ります。

町会・自治会や、NPO・ボ
ランティア団体の活動など、
地域活動へ参加している区
民の割合

41.8％（注） 45.0％

地域活動へ参加している区民
の増加の度合いを測ります。

■行政内の連携の考え方■
○地域コミュニティ活性化につながる事業を実施している部署間の連携・調整を図りな
がら取り組みます。
○ねりま未来プロジェクト４‥「人づくりプロジェクト」との調整を図りながら進めます。

■区民の参画・協働を進める方向性（例）■
○地域コミュニティを活性化する方策を、町会・自治会、ＮＰＯ・ボランティア団体等
の代表者など、区民の参加により検討する場を設け、「（仮称）地域コミュニティ活性
化プログラム」を策定し、実施していきます。

　　

○地域活動の入り口づくりや地域活動団体のネットワーク化など、地域活動を推進する
ための拠点を整備

（５）　地域活動推進拠点を整備する

（注）「新練馬区基本構想に対する区民意識意向調査報告書（平成21年11月）」より






